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２．利用状況

※H17年度は、指定管理者制度未導入。
３．経費情報 <単位:千円>

※施設建設・大規模改修等に係る市債償還などの経費は、支出に含んでいません。

令和６年度（上期）
指定管理施設管理運営状況報告書

施設担当課： 都市活力 まち資源 文化振興

主要施策： 芸術・文化活動の促進

指定管理者
の名称

伊丹ミュージアム運営共同事業体

（団体の住所又は所在地） 伊丹市宮ノ前2丁目5-20

施設名 市立伊丹ミュージアム

施設の設置目的
歴史，文化及び芸術に関する事業を推進することにより，市民の教養の向上並びに文化及
び芸術の振興を図るとともに，まちのにぎわいの創出に寄与する

伊丹市総合計画
（第6次）に

おける関連施策

政策大綱： 市民力・にぎわい・活力
施　　策： 歴史・文化

年間の来館者数

今年度の目標値 136,000 上期の実績値 80,393

選定方法（公募・非公募）
及び指定期間

～非公募 令和 令和

管理運営上の
目標

（管理運営の指定管
理者の具体的目標）

指標名 来館者数 （単位： 人

指標の意味

来館者数（人） 225,238 129,284 80,393

H17※ Ｒ2 Ｒ3 Ｒ４

20 20 28 -

78,317 -

Ｒ５
Ｒ６
(上期)

Ｒ６
(通期)

-

区分
令和4年度
（2022）

令和5年度
（2023）

令和６年度
（202４）計画

令和6年度
（2024）実績

（上期）

148 193 140 -

延べ事業参加者数（人） 197,782 117,782

利用
状況
等の
推移 事業開催件数(件)

貸室稼働率（％）

12,947

事業収入 44,277 23,818 26,867 13,714

指
定
管
理
者
の
収
支

収
入

使用料収入 48,108 17,036 23,843

その他 3,041 300 0

支
出

維
持
管
理

光熱水費 28,145 26,000

0

指定管理委託料 233,195 244,653 255,462 122,814

29,771 18,076

清掃等委託料 27,747 25,081 28,181 10,182

①合計 328,621 285,807 306,172 149,475

土地建物賃料 0 0 0 0

修繕料 1,904 2,942 2,000 924

33,463

その他 6,464 6,100 7,767 2,855
運
営

人件費 148,463 151,714 154,345 69,229

事業等経費 76,685 71,393 84,108

指定管理納付金 0 0 0 0

Ｒ６
(上期)

市の収入 254 10,560 0

0

②合計 289,408 283,230 306,172 134,729

純収支（①－②） 39,213 2,577 0 14,746

施設の管理運営
に係る実質経費
（市の負担）※

<単位:千円>

Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

市の支出 238,152 267,708

(内、使用料収入) 0 0

123,051

122,814

実質経費（歳出－歳入） 237,898 257,148 123,051

(内、指定管理委託料) 233,195 244,653



４．業務評価

☆利用者満足度調査(アンケート)結果と対応

５．改善指摘事項等

評価項目 （具体的内容）
評価結果

指定管理者自己評価 施設担当課評価
評価 特記事項 評価 担当課所見

事業等の実施
状況

指定管理者として実施すべき事業は、計画どお
り実施しているか。 Ｂ

清掃や保守点検等の実施
管理、備品管理について
は適切に実施している。
修繕業務も随時市へ報告
し、適切に対応。
季節に応じて照明やトイ
レ設備の温度設定を調節
するなど、節電にも継続
的に取り組んでいる。Ｂ

Ｂ

魅力的な事業の展開によ
るサービス向上や利用者
増へ向けた取り組みを
行っている。利用者の意
見や要望に迅速に対応で
きている。

魅力的な事業を展開する
ことでサービス向上や利
用者増を図っている。利
用者アンケートを行い、
利用者からの意見や要望
には適切・迅速に対応。
利用者には合理的配慮を
行いながら適切に対応し
ている。

収支計画に基づき、適切
に運営できている。

経理処理は、適切に行っているか。 Ｂ

　「評価」欄の記号の意味
　　　「Ａ」＝協定書・仕様書等の水準を上回っている。　　　　　　　　　「Ｂ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしている。
　　　「Ｃ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしておらず改善を要する。　　「－」＝当該項目での評価対象外。

施設所管課総評 旧岡田家住宅・酒蔵築350年を記念した事業やjunaida展では計画値を大きく上回る来館者数を確保。ハイブリッ
ド展は身近な「虫」をテーマに見応えある展覧会を実施するとともに、虫展から着想を得て作成された作品が並
ぶ工芸展や「鳴く虫と郷町」を同時開催するなど、事業の相乗効果を図りながら効果的な事業展開が行われてい
た。

総合評価

Ｂ

収支の状況
収支計画に基づき、適正に運営しているか。 Ｂ

運
営
等
に
関
す
る
項
目

サービス向上
への取組状況
等

個人情報保
護・情報公開
への取り組み

　「総合評価」欄の記号の意味
　　「ＡＡ」＝非常に良好である又は非常に成果があった。　　　　　　　「Ａ」＝良好である又は成果があった。
　　　「Ｂ」＝取組状況の水準が普通である。　　　　　　　　　　　　　「Ｃ」＝改善すべき点が見受けられ、改善を要する。

【実施期間】令和6年4月1日～令和6年9月30日

622

市からの指摘事項 指摘事項に対してとられた措置

主な回答実施の有無 主な対応

有り

回答者数

・施設の清掃状態
・今後も現在の状態を維持し、適切に管理を行っていく。

→「たいへん満足」68.5％「満足」27.2％

・職員の対応
・「たいへん満足」が増えるような対応を目指す。

→「たいへん満足」62.4％「満足」27.3％

・利用者満足度
→「たいへん満足」59.2％「満足」32.0％

・「たいへん満足」が増えるような事業展開を目指す。

業務に必要な資格を有す
る職員を採用するなど適
切な職員配置を図ってい
る。専門分野の研修を自
主的に開催し研鑽を積ん
でいる。

清掃状態に対する利用者
の満足度も高く、館内は
常に清潔に保たれてい
る。保守点検、備品管理
を適切に行い、節電にも
取り組みつつ施設内の環
境を快適なものに整えて
いる。

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切に
実施しているか。 Ｂ
備品等は、台帳を整備し適切に管理している
か。 Ｂ

事業を計画どおりに実施
し、好評を得ている。郷
町〇店の実施回数等を増
やし、中心市街地のにぎ
わい創出にも寄与してい
る。

Ａ

Ｂ

Ｂ

館内の清掃を定期的に実施し、常に清潔に保た
れているか。 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ 緊急時の連絡体制は整っ
ており、消防計画に基づ
き消防訓練を実施してい
る。避難訓練を実施しているか。

計画どおりに事業を実
施。郷町○店は実施回数
を増やして定着しつつあ
る。展覧会関連イベント
など効果的に事業を展開
している。

施設の設置目的を達成するための効果的な事業
展開がなされているか。 Ａ

Ａ

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確立
しているか。 Ｂ

防犯・防災対
策への取組状
況

緊急時の連絡体制は整っているか。 Ｂ

Ｂ

管
理
体
制
等
に
関
す
る
事
項

維持管理業務
の実施状況

職員配置など
の実施体制

サービス向上や利用者増へ向けた取り組みを
行っているか。

Ｂ

Ｂ

修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実施
しているか。 Ｂ

環境に配慮した施設運営に取り組んでいるか。 Ｂ

Ｂ

Ｂ
館長や有資格者等、必要
な職員を配置している。
専門分野の研修を自主的
に開催し、組織運営等に
関する一般研修について
はオンライン講座を活用
している。

Ｂ

館長等、必要な職員の配置をおこなっている
か。 Ｂ

職員研修は、計画どおり実施しているか。 Ｂ
防火管理者等、管理にあたって必要な資格を
持った職員を適正に配置しているか。

Ｂ

緊急時の連絡体制を整
え、消防計画に基づいた
消防訓練を実施してい
る。

Ｂ

Ｂ 収支計画に基づき、適切
に運営している。経理処
理についても適切に執行
している。

Ｂ
書類やデータ等は個人情
報保護方針に基づき適切
に管理している。HPの充
実を図り、定期的にSNS等
での発信を行うなど、積
極的に情報提供を行って
いる。

Ｂ

各種申請書類等は、適切に保管しているか。 Ｂ

Ｂ
ホームページの作成や広報紙等を活用した情報
提供を積極的に行っているか。 Ａ

個人情報保護方針を遵守
し、適切に管理できてい
る。ホームページの充実
を図り、ＳＮＳ発信を積
極的に行っている。

利用者情報などの電子データの取扱は、適切に
行っているか。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応して
いるか。 Ｂ
特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を制
限している事例はないか。


